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ラー キ ンの太 陽
一HighWindowsの詩 を め ぐって 一
白 川 計 子
1974年に出版 された ラーキ ン最後 の自選詩集HighWindowsはそれ以 前
の詩集 に比 べて難 解 な詩 を多 く含 んで い る。 それ らは批 評家 達 に よ って
symbolism,imagismとい った用語を付 されて論 じ られ、 高 い評価 を うけ
ている。確か にこの詩集 に編 まれた24編の詩 は、寡作で入念な ラーキ ンが到
達 した絶頂を示 して いる。 そ して、芸術 理論や運動 に背 を向 け続 けた ラーキ
ンの、 この本 来意図 しない難解 さ、暖味 さは、時 と して一般読者を困惑 させ
る もので もあ る。 ただ し、 この難解 さはフランスの象徴詩やモ ダニズ ム詩の
技法 の理解に よって、 あるいはその影響、投 影を見 ることによって解 けるも
ので はな い。 ここに読 者が見 いだす のはラーキ ン独 自の技巧が生 み出 した飛
躍で あり、言 葉の魔術 で あり、計算 された意 味の重層性 であ る。
本論で はラーキ ンの太陽 をめ ぐるイメー ジを中心 に難 解 とされ る数編 の詩
を分析 したい。
まず タイ トル詩 、"HighWindows"を読 んでみ よう。 五連 か らな る この
詩 はラーキ ン流の シ ョッキ ングなcolloquialismで始 ま る。
When I see a couple of kids 
And guess he's fucking her and she's 
Taking pills or wearing a diaphragm, 
I know this is paradise
Everyone old has dreamed of all their lives  — 
Bonds and gestures pushed to one side 
Like an outdated combine harvester,
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And everyone young going down the long slide
To happiness, endlessly.
ぼ くは若 いカ ップルを 目に して
あいつ はあの娘 とや ってるなと思 う。娘 は
ピル を飲 むか ペ ッサ リーを使 って るんだ ろう。





幸福 に向か って、果 て しな く。
卑俗 な用語 を使 って慎 み深 い読者 の体裁 をまず打 ち砕 くこの書 き出 しは、
あの有 名な"Theyfuckyouup,yourmumanddad"では じま る"This
BetheVerse"をは じめ、 詩 集HighWindowsに頻 出 す る技法 で あ る。
この詩 的洗練 とは程遠 いような悪 趣味な率直さは、上品な社会へのアイロニー
と自己冷笑 の詩 に使 うとき、 鮮烈 な効果 を持っ。 この詩 において も、現代 の
若 者 の性 の解放 にま ゆを ひそ めなが らも嫉妬 す る年配 の世代 を代 表 して
(Everyoneold)"私"は語 り、考え る。
                    I wonder if 
Anyone looked at me, forty years back, 
And thought, That'll be the life; 
No God any more, or sweating in the dark
About hell and that, or having to hide 
What you think of the priest. He 
And his lot will all go down the long slide
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長 い坂をすべ り降 りていく。」
一、二連で性 の罪悪感 か ら解放 された現代 の若者 の実態 をfuckingとい
う若者用語を使 って描写 したあ と、 この三、 四連 では四十年前、詩人 の少年
時代 に起 こった もう一っ の解放、即 ち宗教 的罪悪感 か らの解 放 が歌 われ る。
宗教がす たれ信仰心 のない ことが恐 ろしい ことでな くな った 自分 たちの生 き
方 を、前世代 の大人 はや はりまゆをひそめなが らも羨 ま しく思 ったか もしれ
な いと詩人 は思 う。 ここにあ る二 っの世代 感慨 は、比較 され ることに よって
もう一っ の深 い普遍 的な感慨 を生 み出す。 それ は現在 にあ って も過去 にあ っ
て も、幸福へ の解放 と思 えた ものが、実際 にはそ うで はない とい う真 実であ
る。 この真実 の提示 は第 二連 の表現 にすで に巧妙 に仕組 まれて い る。And
everyoneyounggoingdownthelongslide/Tohappiness,endlessly.
幸福 への道 が上昇で はな く下 降の イメージで描かれ、それ に向か って はいる
が(to)、到達 す ることのない(endlessly)長い道 だ か らで あ る。 四連 の、
解放 された鳥 も空 に向か って飛ぶ ので な く"godown"下に降 りて い くとい
う矛盾す るイ メージが使 われ る。
っ ぎの最終 連で視線 は上昇 し、手 の届 かない解放 のイメージ、高窓 が歌 わ
れ る。
                  And immediately 
Rather than words comes the thought of high windows:
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The sun-comprehending glass, 
And beyond it, the deep blue air, that shows 





示 さず、どこで もな く、そして終わりもな し。
この最終 連 は唐突 で不 明瞭なイメー ジと評 され ることが多 いが、 四連 まで
の上述 の思 考の流れの行 き着 くところ として、む しろ詩 的な明晰 さ とい うも
のを持 って いると言 え るだろ う。っ ま り、論理 か ら視覚 へ と、即 ち、思考 か
ら情緒 へ と飛躍 す る、ま さに詩 を詩 た らしめ る展 開があ るのである。 ここで
注 目したい心象 表現 は"Thesun-comprehendingglass"である。 この行 は
完 成 の二年 前 に書 か れて いた草稿 ノー トで は"Thesunpouringthrough
plainglass"とい う平 凡 な もの で あ った。 二年 後 に書 き 直 され たsun-
comprehendingとい う表現 には、凝 縮 された美が あ る と同時 に重要 な音 が
内在 してい る。 それ はuncomprehendingを思 わせ る言葉 の響 きで ある。高
窓へ の詩人 の非論理 的に沸 き上が った希求 とそれに対 す る太陽の答 え、即 ち、
太 陽の側 の 「理解 しない」(uncomprehending)拒絶 が聴覚 に響 いて くる。
そ してその光の向 こうに は答 えのない無 が、 不在 が、永遠が、深 く青 い大気
の中にたたえ られて いるのみである。
バーバ ラ ・エ ヴァ レッ ト(BarbaraEverett)はこの最終連 にマ ラル メの
重要 なsymbolであ る"L'azur"の影響 を見 、"LesFenetres"との関連性
を考察 し、 これを ラーキ ンのsymbolistimageryの一っ に数 えて いるが1)、
ラーキ ン自身がその影響 を否定 しているよ うに2)、この陽の差す窓 の イ メー
ジは詩人独 自の心象 体験 か ら生 まれた ものであ る。 とい うのは ラーキ ンが見
ていたのは窓や青 い空で はな く太陽 の光 であ ったか らである。
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この太陽の イメージはTheLess1)eceiuedの"Deceptions"にす で に萠
芽があ る。詩 はメ イヒュー(HenryMayhew)のLondonLabourandthe
LondonPoor(1851)の中 一人 の少女 に向 けて書 か れて い る。 片 田舎 か
らロン ドンに叔母 を訪 ねて来た少女 は、売春 の仲介人 に騙 されて薬 を飲 まさ
れ犯 され る。屋根裏部屋 で意識 を とりもどした少女 は太 陽 の 日差 しを み る。
Thesun'soccasionalprint,thebriskbrief/Worryofwheelsalong
thestreetoutside/./Andlight,unanswerableandtalland
wide/Forbidsthescartoheal....わけのわか らない まま無 防備 な荒涼
とした精神状態 の中で少女 は窓 か ら差す太陽 の光 を見 る。 それは癒 しをあた
える こと も、答え をあたえ ることもできない高 い広 い光 であ った。 この太陽
の印象 はその まま"HighWindows"に引 き継 が れ てい る。 この少 女 の無
力感 と高窓を見上 げた ラーキ ンの虚無感 は同質の もので あ り、太陽 もまた人
間的 なるもの との断絶 の高み に位置 して いる。
ラーキ ンは詩集HighWindowsの中で この太陽 のイメー ジを独立 させ て
省察 してい る。 それ はimagistpoem3)と呼 ばれ る こと にな る"Solar"で
ある。
Suspended lion face 
Spilling at the center 
Of an unfurnished sky 
How still you stand, 
And how unaided 
Single stalkless flower 
You pour unrecompensed.





You exist openly. 
Our needs hourly 
Climb and return like angels. 
Unclosing like a hand, 


















この詩 はpaean4)とか太 陽へのhymn5)と評 され ているが、 確 か に太 陽
は神格化 されている。 ここに は太 陽へ の畏怖 と賛美が無条件 に率直 に歌 われ
ている。 ただ し、 その率 直さに も注目すべ き点が い くつか ある。 ライオ ンの
顔、茎 のない花、金貨 とい ったイ メージは童話を連想 させるナイーブなイメー
ジである。 このイメー ジのナイー ブさ と、極めて ラーキ ン的 な修辞、"unfur一
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nished""unaided"``unrecompensed""unclosing"といった、 否定 形 を多
用 した表現が絡 まって、 この詩の基調 くtone)自体 を謎 め いた もの にす る。
この詩の印象 は簡潔で明晰で もあ り、不可解 で もある。 この基調 の二面性 と
共 に、謎を与えて いる ものが、動詞 の普通 でない使 い方で ある。第一連 の結
びの"Youpourunrecompensed"と第三連の、詩 の最 終行"Yougivefor
ever"の動詞 に は本来あ るべ き目的語がな い。 この、 何 を注 ぐ(pour)の
か、何 を与え る(give)のかを省略 した表現 は、動詞 の印象 は強 めるが ロ ジ
カル な印象 は希薄 にす る。 また、 もう一っ注 目 したいのは、畏敬 の対象 であ
る太 陽 の 側 の孤 立 状 態 で あ る。"unaided""single""unrecompensed"
"10nely"とい った表現 に見 られ る太陽 の孤立 した印象 は、 太 陽へ の賛 美 と
希求 と同時 に、人 問 と太陽 との否定 しがたい断絶感 を伝 えて いる。
太陽 は詩集HighWindowsに至 って、 自然 の一要素を こえた暗示性 を も
っ よ うにな る。 次 に見 る"TheExplosion"はこの詩 集 の巻 末 詩 で あ り
"Solar"に描かれ た太陽 のイメー ジが 引 き継 が れて い る。 そ して ラー キ ン
の中心主題 の一 っであ る死 を扱 った ものに もかかわ らず、"TheOldFools"、
"TheBuilding"などと比較 して、 ナイ ーブさと明 るい リリシズム を持 って








のどかな小道か ら朝の静けさを破 って鉱夫達がやって くる。 そして
Onechasedafterrabbits;lostthem;
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 Carrie back with a nest of lark's eggs; 
Showed them; lodged  them in the grasses.
一人が兎のあとを追 う。見失 って、
卵の入 った雲雀の巣を持 って戻 ってきた。
みんなに見せて、草の上 にしっかと置いた。
こうして、親子、兄弟、親 しい仲間達の集団は冗談 と笑 い声 に満ちた世界か
ら影の指 さす炭鉱の中へと入 って行 く。そ して爆発が起 こる。
At noon, there came a tremor; cows 
Stopped chewing for a second; sun, 
Scarfed as in a heat-haze, dimmed.
正午 に、地響きがあった。牛は
m草 を食むのを止めた。太陽は






の結びは彼 らの素朴な信仰の証のように明 るさと優 しさに満ちている。
The dead go on before us, they 
Are sitting in God's house in comfort, 
We shall see them face to  face—
Plain as lettering in the chapels 
It was said, and for a second 
Wives saw men of the explosion
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Larger than in life they managed  — 
Gold as on a coin, or walking 
Somehow from the sun towards them,













深い人々が、素朴な祈 りの日々を送 っていた。現代人 ラーキンの虚無に病ん









occasionalpoemを含む十七編の詩を書 いて い るが、 そ の中 で も生 涯 の詩
を総括す るような一編 が"Aubade"である。最後 にこの詩 に現れた、いや、
現 れなか った太陽 にっ いて考察 して みたい。
各連十行 、五連 か らなるラーキ ンに して は比較 的長 い詩、"Aubade"は、
"TheBuilding"や"TheOldFools"の他者の死で はな く自分 自身 の死 と
の対峙 を描 いてい る。 夜中 に 物音 ひ とっ しない闇 の中に目覚 めた詩人 は刻々
と近付 いて いる死 に気付 く。
I work all day, and get half-drunk at night. 
Waking at four to soundless dark, I stare. 
In time the curtain-edges will grow light. 
Till then I see what's really always there: 
Unresting death, a whole day nearer now,





死 は 夜 の 闇 の 中 で 存 在 を 現 し、 朝 に な る ま で 詩 人 は 恐 怖 に 捕 わ れ る 。
そ して 、 永 遠 の 完 全 な 無 、 我 々 が 向 か っ て い る 確 実 な 消 滅 は(thetotal
emptiness・forever,/Thesureextentionthatwetravelto)真っ 白 な
光 線 と な っ て 詩 人 の 心 を 空 白 に す る。 そ し て 、 こ の 恐 怖 を 追 い 払 う に は 永 遠
の 生 を 説 く宗 教 も(Thatvastmoth-eatenmusicalbrocade/Created
topretendweneverdie)、ル ク レ チ ウ ス の 哲 学 も(Andspeciousstuff
thatsays1▽orationalbeing/('anfearαthingLtwillnotfeel)、勇 気
も(Beingbrave/letsnooneoffthegrave)役に は た た な い と 詩 人 は 思
う。 そ し て 最 終 連 で 朝 が 来 る。
Slowlylightstrengthens,andtheroomtakesshape.
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It stands plain as a wardrobe, what we know, 
Have always known, know that we can't escape, 
Yet can't accept. One side will have to go. 
Meanwhile telephones crouch, getting ready to ring 
In locked-up offices, and all the uncaring 
Intricate rented world begins to rouse. 
The sky is white as clay, with no sun. 
Work has to be done. 
Postmen like doctors go from house to house.
ゆっくりと明るさが増 し、部屋の形が現れる。
皆知 っていて、ずっと知 っていて、逃れられないと知 りながら、
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